
 

 

 

別紙 

海域モニタリングの進め方（改定案） 

 

 

１ 実施内容 

 海水、海底土及び海洋生物の実施内容と総合モニタリング計画の関係は、以下のとおり

である。 

 

表１：海域モニタリングの実施内容 

試料 海域モニタリングの実施内容※１ 総合モニタリング計画内

の該当する目的 

海水 放射性セシウムを中心とする放射性物質濃度の

把握 
⑤、⑥ 

海底土※２ 
放射性セシウムを中心とする放射性物質の分布

状況、経時的な移動の様子の把握 
⑤ 

海洋生物 放射性物質濃度とその経時変化の把握 ②、④、⑤、⑥ 

※１… Cs-134及びCs-137を分析し、適宜その他の核種についても分析を行う。 

※２… 土質の定性的な性状は必要に応じて把握する。 

 

２ 実施体制 

 原子力規制委員会、水産庁、国土交通省、環境省、福島県、東京電力ホールディングス株

式会社（以下「東京電力」という。）、研究機関、関係自治体、漁業協同組合等が連携して実

施する。 

 

３ 実施海域 

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所（以下「東電福島第一原発」

という。）の周辺の以下の海域及び東京湾で実施する。 

（１）近傍海域： 東電福島第一原発近傍で監視が必要な海域 

※２号機排気筒と３号機排気筒の中間地点から概ね 3kmの海域 

（２）沿岸海域： 岩手県から宮城県、福島県、茨城県の海岸線から概ね 30km以内の海域

（河口域を含み、近傍海域を除く） 

（３）沖合海域： 海岸線から概ね 30～90kmの海域 

（４）外洋海域： 海岸線から概ね 90km以遠の海域 

（５）東 京 湾： 河川からの放射性物質の流入・蓄積が特に懸念される閉鎖性海域であ

る東京湾 
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４ 実施計画 

 

４－１ 海水 

東電福島第一原発から漏えい等があった場合等には、必要に応じて東京電力、関係省

庁が連携して、漏えい等の状況に応じた適切なモニタリングを実施することとする。 

 

（１）近傍海域 

 表２のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表２：近傍海域の海水モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 

(Bq/L) 
分析頻度 採取深度※１ 実施機関 

T-1、T-2 

(図３参照) 

Cs-134 

Cs-137 

1 1回／日 

表層 東京電力 

1×10-3 1回／週 

H-3 4×10-1 1回／週 

Sr-90 1×10-3 1回／月 

Pu-238※２ 

Pu-239+240※３ 
1×10-5 1回／6ヶ月 

T-0-1、T-0-2 

T-0-3、T-0-1A 

T-0-3A 

(図３参照) 

Cs-134 

Cs-137 
1 1回／週 表層 

東京電力 

H-3 4×10-1 1回／週 表層 

T-A1、T-A2、

T-A3 

(図３参照) 

Cs-134 

Cs-137 
1 1回／週 表層 

東京電力 

H-3 4×10-1 1回／週 表層 

E-S1、E-S4、

E-S5、E-S13、

E-S14、E-S16※５ 

(図３参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層・底層 環境省 

E-S3、E-S10、

E-S15※５，６ 

H-3 1×10-1 1 回／3 ヶ月※７ 表層・底層 環境省 

Cs-134 

Cs-137 

Sr-90 

1×10-3 

1回／3ヶ月 表層・底層 環境省 Ru-106 

Sb-125 

Co-60 

I-129 

1×10-2～

1.2 

M-101、M-

102、M-103、

Cs-134 

Cs-137 
1×10-3 1回／月 表層 

原子力規制

委員会 
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M-104 

(図３参照) 

H-3 1×10-1 
1回／月 表層 

Sr-90 1×10-3 

F-P01、F-

P02、 

F-P03、 

F-P04※８ 

(図３参照) 

Cs-134 

Cs-137 
2×10-3 

1回／月 

表層 福島県 
H-3 

5×10-1 

1×10-1 1回／3ヶ月 

Sr-90 5×10-4 

1回／月 Pu-238 

Pu-239+240 
1×10-5 

F-P07、F-

P08、F-P09※８

(図３参照) 

Cs-134 

Cs-137 
2×10-3 

1回／3ヶ月 表層 福島県 

H-3 
5×10-1 

1×10-1 

Sr-90 5×10-4 

Pu-238 

Pu-239+240 
1×10-5 

T-1、T-2（図３

参照） 

Cs-134 

Cs-137 
5×10-2 

1回／3ヶ月 表層 福島県 

H-3 5×10-1 

 

※１… 表層：海面～2m程度、底層：海底～5ｍ程度  

※２… Pu-238が検出された場合、U-234、U-235、U-238、Am-241、Cm-242及び Cm-243+244※4も分析す

る。 

※３… Pu-239+240は 239+240Puであり、以後の表記も同様である。 

※４… Cm-243+244は 243+244Cmであり、以後の表記も同様である。 

※５… これらのうち一部の測点において、ALPS処理水放出開始後当面の間は、必要に応じて H-3を対

象とした速報のための分析やγ線の測定も実施する。 

※６… 年１回はその他関連核種（ALPS除去対象核種及び C-14を基本とする）も測定する。 

※７… ALPS処理水放出開始後当面の間は１回／月の頻度で実施する。 

※８… その他のγ線放出核種（Mn-54、Co-58、Fe-59、Co-60、Zr-95、Nb-95、Ru-106、Ce-144）も測

定する。 

※ … 海水の放射性物質濃度の目安を調査するため、必要に応じて全βを測定する。 
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（２）沿岸海域 

 表３のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表３：沿岸海域の海水モニタリング 

地域及び採取ポイント 核種 
検出下限値 
(Bq/L) 

分析頻度 採取深度※１ 実施機関 

岩手県 
E-31、E-32 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／6ヶ月 表層・底層 環境省 

宮城県 

T-MG0、T-MG1、
T-MG2、T-MG3、
T-MG4、T-MG5、
T-MG6 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／月 表層・底層 東京電力 

E-41、E-42、E-
43、E-44、E-
45、E-46、E-
47、E-48、E-
49、E-4A、E-
4B、E-4C 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／1～6ヶ

月 
表層・底層 環境省 

E-S17※９ 
(図１参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層 環境省 

福島県 

T-3、T-6 
(図４参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／週 表層 
東京電力 

H-3 1×10-１※２ 1回／週※３ 表層 

T-5、T-D1、T-
D5、T-D9 
(図４参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／週 表層・底層 

東京電力 
H-3 1×10-1※２ 1回／週※３ 

表層 
Sr-90 1×10-3 1回／月 
Pu-238 

Pu-239+240 
1×10-5 1回／6ヶ月 

T-4※４、T-11、T-
14 
(図４参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／週 表層・底層 東京電力 

T-S1、T-S2※５、
T-S3、T-S4、T-
S5、T-S7、T-
S8、T-B1、T-
B2、T-B3、T-
B4、T-13-1、T-
7、T-18、T-12、
T-17-1、T-20、
T-22、T-MA、T-
M10 
(図２、４参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／月 表層・底層 

東京電力 

H-3 1×10-1※２ 1回／月 表層 

E-71、E-72、E-
73、E-74、E-
75、E-76、E-

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／1～2ヶ

月 
表層・底層 環境省 
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77、E-78、E-
79、E-7A、E-
7B、E-7F、 
E-7G、E-7H、E-
7I 
(図２、４参照) 
E-S18、E-S31、
E-S33、E-S36※９ 
(図２、４参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層 環境省 

E-S19、E-S20、
E-S21、E-S22、
E-S23、E-S24、
E-S25、E-S26、
E-S27、E-S28、
E-S29、E-S30、
E-S34、E-S35※９ 
(図２、４参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層・底層 環境省 

福島沿岸（海水
浴場）で６箇所※

７ 
H-3 1×10-1 2回／年 表層 環境省 

F-P05、F-P06※10 
(図４参照） 

Cs-134 

Cs-137 
2×10-3 

1回／月 

表層 福島県 
H-3 

5×10-1 

1×10-1 1回／3ヶ月 

Sr-90 5×10-4 

1回／月 Pu-238 

Pu-239+240 
1×10-5 

F-P10、F-P11※10 

Cs-134 
Cs-137 

2×10-3 
1回／3ヶ月 

表層 福島県 
H-3 5×10-1 
Sr-90 5×10-4 

1回／年 Pu-238 
Pu-239+240 

1×10-5 

F-P12※10 

Cs-134 
Cs-137 

2×10-3 

1回／年 表層 福島県 
H-3 5×10-1 
Sr-90 5×10-4 

Pu-238 
Pu-239+240 

1×10-5 

福島沿岸（重要
港湾、漁港） 
F-P13、F-P14、
F-P15、F-P16、
F-P17、F-P18、
F-P19、F-P20、
F-P21、F-P22、
F-P23、F-P24、

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／月 
海面～7m程
度の範囲 

福島県 



 

6 

 

F-P25、F-P26、
F-P27、F-P28(図
２、図４及び図
５参照） 
福島沿岸（浅海
漁場） 
F-P29、F-P30、
F-P31、F-P32、
F-P33、F-P34、
F-P35（図２参
照） 

Cs-134 
Cs-137 

1 

1回／月 表層 福島県 
H-3※６ 5×10-1 

福島沿岸（海水
浴場）F-P36、F-
P37、F-P38、F-
P39、F-P40、F-
P41、F-P42、F-
P43、F-P44、F-
P45、F-P46、F-
P47、F-P48 

Cs-134 
Cs-137 

１ 

2回／年 表層 福島県 
H-3※７ 5×10-1 

E-71、E-72、E-
73、E-74、E-
75、E-76、E-
77、E-78、E-
79、E-7A、E-
7B、E-7F、 
E-7G、E-7H、E-
7I(図２、４参照) 

H-3 5×10-1 2回／年 表層 福島県 

茨城県 

T-A、T-B、T-C、 
T-D、T-E、T-Z 
(図５、６参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1※８ 1回／月 表層・底層 東京電力 

E-81、E-82、E-
83、E-84、E-85 
(図５、６参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／3～4ヶ

月 
表層・底層 環境省 

E-S32※９ 
(図５参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層 環境省 

※１… 表層：海面～3m程度、底層：海底～5m程度 

※２… 電解濃縮装置の設置状況により、当面は 4×10-1Bq/Lにて実施する。 

※３… 検出下限値を 0.1Bq/L まで下げた分析は、1回/月とする。 

※４… T-4は水深が浅いため表層のみ実施する。 

※５… T-S2は H-3のみ測定する。Cs-134、Cs-137は T-14（T-S2と同一地点）にて測定する。 

※６… F-P30を除く 

※７… 開設予定の海水浴場のみ対象 

※８… 1×10-3Bq/Lに変更予定あり。 

※９… これらのうち一部の測点において、ALPS処理水放出開始後当面の間は、必要に応じて H-3を対

象とした速報のための分析も実施する。 

※10… その他のγ線放出核種（Mn-54、Co-58、Fe-59、Co-60、Zr-95、Nb-95、Ru-106、Ce-144）も測

定する。 

※ … 海水の放射性物質濃度の目安を調査するため、必要に応じて全βを測定する。 
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（３）沖合海域 

 表の４のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表４：沖合海域の海水モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 
(Bq/L) 

分析頻度 採取深度 実施機関 

M-C3、M-D3、M-E3、M-E5、
M-F3、M-G3、M-G4、M-H3 
(図２参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／3ヶ月 

表層(海面～2m
程度)・ 
中層※1・底層
(海底～40m程
度) 

原子力規
制委員会 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層 
原子力規
制委員会 

Sr-90 1×10-3 1回／3ヶ月 表層 
原子力規
制委員会 

M-B3、M-C1、M-D1、M-E1、
M-I0、M-J1 
(図１、２、５参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／3ヶ月 

表層(海面～2m
程度)・ 

中層※1・底層
(海底～40m程

度) 

原子力規
制委員会 

Sr-90 1×10-3 1回／3ヶ月 表層 
原子力規
制委員会 

M-A1、M-A3、M-MI4、M-B1、
M-B5、M-F1、M-G0、M-G1、
M-H1、M-I1、M-I3、M-IB2、
M-J3、M-K1、M-IB4、M-L1、
M-L3、M-M1 
(図１、２、５、６参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／3ヶ月 

表層(海面～2m
程度)・ 

中層※1・底層
(海底～40m程

度) 

原子力規
制委員会 

M-B1、M-H1、M-I1(図１、
２、５参照) 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層 
原子力規
制委員会 

M-C1、M-D1、M-E1、M-F1、
M-G1（図２） 

H-3 1×10-1 1回／3ヶ月 表層、底層 
原子力規
制委員会 
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※１ … M-A1、M-A3、M-MI4、M-B5、M-D3、M-E3、M-E5、M-F3、M-G3、M-G4、M-H3、M-I3、M-J3、M-L3

において、深度 100m、M-B3、M-C3、M-D1、M-E3、M-G0、M-I1 において深度 50m にて採取する。 

※    … 海水の放射性物質濃度の目安を調査するため、必要に応じて全βを測定する。 

 



 

9 

 

（４） 外洋海域 

 表５のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表５：外洋海域の海水モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 
(Bq/L) 

分析頻度 採取深度 実施機関 

M-10、M-11、M-14、M-15、
M-19、M-20、M-21、M-25、
M-26、M-27 
(図７参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／6ヶ月 

表層(海面～2m
程度)並びに海
面から 100、
200、300及び
500m程度 

原子力規制
委員会 

 

（５） 東京湾 

 表６のとおり、モニタリングを実施する。 

  

表６：東京湾の海水モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 
(Bq/L) 

分析頻度 採取深度※１ 実施機関※２ 

河口域 

E-T1、E-T2、E-
T3、E-T4、E-T5、
E-T6、E-T7、E-T8 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 4～7回／年 表層・底層 環境省 

E-T1、E-T2、E-
T3、E-T4 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／年 表層 
原子力規制
委員会 

湾央 

K-T1、K-T2 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 6回／年 表層 
原子力規制
委員会 

M-C6、M-C9 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／年 表層 
原子力規制
委員会 

湾口中
央付近 

KK-U1 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

5 1回／月 表層 国土交通省 

Cs-134 
Cs-137 

1×10-3 1回／年 表層 
原子力規制
委員会 

※１ … 表層：海面～2m 程度、底層：海底～2m程度 

※２ … モニタリングの実施に当たっては、可能な範囲で関係自治体の協力を得て実施する。 
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４－２ 海底土 

 

（１）近傍海域 

 表７のとおり、モニタリングを実施する。 

 

 表７：近傍海域の海底土モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 

（Bq/kg乾土） 
分析頻度 実施機関 

T-1、T-2 
(図３参照) 
 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／月 

東京電力 Sr-90 2 1回／2ヶ月 
Pu-238※１ 
Pu-239+240 

3×10-2 １回／6ヶ月 

F-P01、F-P02、 
F-P03、F-P04※

２ 
(図３参照） 

Cs-134 

Cs-137 
1.5 

1回／3ヶ月 福島県 Sr-90 2.5×10-1 

Pu-238 

Pu-239+240 
2×10-1 

※１ … Pu-238が検出された場合、U-234、U-235、U-238、Am-241、Cm-242 及び Cm-243+244も分

析する。 

※２… その他のγ線放出核種（Cr-51、Mn-54、Co-58、Fe-59、Co-60、Zr-95、Nb-95、Ru-106、Sb-

125、Ce-144）も測定する。 

 

（２）沿岸海域 

 表８のとおり、モニタリングを実施する。 

表８：沿岸海域の海底土モニタリング 

地域及び採取ポイント 核種 
検出下限値 
（Bq/kg乾

土） 
分析頻度 実施機関 

岩手県 

E-37、E-38、E-39、E-3A 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／年 環境省 

E-31、E-32 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137※１ 1×101 1回／6ヶ月 環境省 

宮城県 

E-4F、E-4G、E-4H、E-4J、
E-4K、E-4L、E-4M 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／年 環境省 

E-41、E-42、E-43、E-44、
E-45、E-46、E-47、E-48、
E-49、E-4A、E-4B、E-4C 
(図１参照) 

Cs-134 
Cs-137※１ 1×101 

1回／1～6ヶ
月 

環境省 

福島県 

T-3、T-4、T-5、T-11、T-
14、T-B1、T-B2、T-B3、T-
B4、T-D1、T-D5、T-D9、T-
S1、T-S3、T-S4、T-S5、T-
S7、T-S8、T-①、T-②、T-

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／月 東京電力 
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③、T-④、T-⑤、T-⑥、T-
⑦、T-⑧、T-⑨、T-⑩、T-
⑪、T-⑫、T-⑬ 
(図２、４参照) 

T-7、T-12、T-13-1、T-17-

1、T-18、T-20、T-22、T-

M10、T-MA 

(図２、４参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／2ヶ月 東京電力 

E-7C、E-7D、E-7E、E-7F、
E-7G、E-7H 
(図２参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／年 環境省 

E-71、E-72、E-73、E-74、
E-75、E-76、E-77、E-78、
E-79、E-7A、E-7B、E-7F、
E-7G、E-7H、E-7I 
(図２、４参照) 

Cs-134 
Cs-137※１ 1×101 

1回／1～2ヶ
月 

環境省 

F-P05、F-P06※２ 
（図４参照） 

Cs-134 

Cs-137 
1.5 

1回／3ヶ月 福島県 Sr-90 2.5×10-1 

Pu-238 

Pu-239+240 
2×10-2 

F-P10、F-P11※２ 

Cs-134 
Cs-137 

1.5 1回／3ヶ月 

福島県 Sr-90 2.5×10-1 

1回／年 Pu-238 
Pu-239+240 

2×10-1 

F-P12※２ 

Cs-134 

Cs-137 
1.5 

 
1回／年 

福島県 Sr-90 2.5×10-1 

Pu-238 

Pu-239+240 
2×10-1 

F-P29、F-P30、F-P31、F-
P32、F-P33、F-P34、F-P35、
F-P49、F-P50、F-P51、F-
P52、F-P53、F-P54、F-P55、
F-P56、F-P57、F-P58、F-
P59、F-P60、F-P61、F-P62、
F-P63、F-P64、F-P65、F-
P66、F-P67、F-P68、F-P69、
F-P70、F-P71、F-P72、F-
P73、F-P74、F-P75、F-P76、
F-P77、F-P78、F-P79、F-
P80、F-P81、F-P82、F-P83
（図２参照） 

Cs-134 

Cs-137 
1×101 

1回／月～ 
2回／年 

福島県 
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茨城県 
E-81、E-82、E-83、E-84、
E-85 
(図５、６参照) 

Cs-134 
Cs-137※１ 

1×101 
1回／3～4ヶ

月 
環境省 

※１ … Cs-134 及び Cs-137 の濃度が高かった地点等、一部の地点においては必要に応じ Sr-90 の分

析を行う。 

※２… その他のγ線放出核種（Cr-51、Mn-54、Co-58、Fe-59、Co-60、Zr-95、Nb-95、Ru-106、Sb-125、

Ce-144）も測定する。 

 

（３）沖合海域 

 表９のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表９：沖合海域の海底土モニタリング 

採取ポイント 核種 
検出下限値 
（Bq/kg乾

土） 
分析頻度 実施機関 

M-A1、M-A3、M-MI4、M-B1、M-B5、
M-C1、M-C3、M-D3、M-E3、M-E5、
M-F3、M-G0、M-G1、M-G3、M-G4、
M-H1、M-H3、M-I0、M-I3、M-IB2、
M-J3、M-K1、M-IB4、M-L1、M-L3、
M-M1(図１、２、５、６参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／3ヶ

月 
原子力規制
委員会 

M-D1、M-F1、M-J1(図２、５参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／3ヶ

月 
原子力規制
委員会 

Sr-90 2×10-1 
1回／3ヶ

月 
原子力規制
委員会 

M-B3、M-E1、M-I1 (図１、２参
照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 
1回／3ヶ

月 
原子力規制
委員会 

Sr-90 2×10-1 
1回／3ヶ

月 
原子力規制
委員会 

Pu-238及
び Pu-
239+240 

1×10-2 1回／年 
原子力規制
委員会 

Am-241 2×10-2 1回／年 
原子力規制
委員会 

Cm-242及
び Cm-
243+244 

1×10-2 1回／年 
原子力規制
委員会 

 

 

（４）外洋海域 

 採泥は行わない。 

 

（５）東京湾 

 表１０のとおり、モニタリングを実施する。 

 

表１０：東京湾の海底土モニタリング 
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採取ポイント 核種 
検出下限値 
（Bq/kg乾

土） 
分析頻度 実施機関 

河口域 

E-T1、E-T2、E-T3、E-T4、E-
T5、E-T6、E-T7、E-T8 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1×101 4～7回／年 環境省 

M-C1、M-C3、M-C4、M-C7、M-
C8、M-C10、C-P1、C-P2、C-
P3、C-P4、C-P5、C-P8 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／3ヶ月 
原子力規制
委員会 

湾央 

K-T1、K-T2 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 6回／年 
原子力規制
委員会 

M-C2、M-C5、M-C6、M-C9 
(図８参照) 

Cs-134 
Cs-137 

1 1回／3ヶ月 
原子力規制
委員会 

 

４－３ 海洋生物のモニタリング 

これまでのモニタリング結果を考慮し、福島県の海域を中心として、海洋生物のモ

ニタリングを表１１のとおり、実施する。 

 

表１１：海洋生物のモニタリング 

対象海域 対象 核種 
検出下限値※１ 
（Bq/kg生重

量） 
分析頻度 実施機関 

沿岸海域 魚類 

Cs-134 
Cs-137※２ 

1×101 1回／月 

東京電力 

H-3 

1×10-1※３ 
(組織自由水型) 

5×10-1 
（有機結合型） 

1回／月 

近傍海域 海藻類 

Cs-134 
Cs-137 

2×10-1 3回／年 

I-129 1×10-1 3回／年 

H-3 

1×10-1※３ 
(組織自由水型) 

5×10-1 
（有機結合型） 

3回／年 

沿岸海域 
沖合海域 
外洋海域 

水産物 

Cs-134 
Cs-137 

1×101 1回／週※４ 
水産庁※５ 

H-3※７ 3×10-1～1 380検体／年 

近傍海域 
沿岸海域 

水生生物※６ 
Cs-134 

Cs-137※２ 
1×10-3～1×10-2 3回／年 

環境省 
魚類 

H-3 

1×10-1 
(組織自由水型) 

5×10-1 

（有機結合型） 

4回／年 

C-14 2 4回／年 
海藻類 I-129 1×10-1 4回／年 



 

14 

 

※１… H-3のみ検出下限値の単位は Bq/Lとする。 

※２… 必要に応じ、Sr-90も測定する（検出下限値は、2×10-2Bq/kg（生重量））。 

※３… 電解濃縮装置の設置状況により、当面は 4×10-1Bq/Lにて実施する。 

※４… 対象品目・自治体によっては、過去の検査結果を考慮して検査の頻度を設定することが出来

る。 

※５… 水産庁は、放射性セシウムに関して、「検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考

え方」に基づき、食品の安全性と消費者の信頼性確保のため水産物のモニタリングを行ってい

る。また、トリチウムに関しては、基本方針等に基づき、地元関係者の要望を踏まえつつ水産物

のモニタリングを行う。これらのモニタリングデータは、海域モニタリングのデータにも資する

ことから掲載する。 

※６… 食物連鎖による放射性物質の生物濃縮の状況把握に活用できるよう、餌生物も含めてモニタリ

ングを実施する。 
※７ …分析頻度の 380検体／年には、検出下限値を 1×101Bq/L程度とする迅速分析法を含む。 
※ … 表１１に示す対象の測定部位については、測定機関に一任する。 

 

 

５ その他 

・海水については、特に東電福島第一原発からの汚染水の漏えいを監視するためのモ

ニタリングも実施する。 

・各実施機関は表２～１１にある検出下限値を目標とし、放射性物質濃度を測定する。 

 


